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１．研究開始当初の背景 

 飯田（研究代表者）は､これまで､在

日コリアンの三つの祭り(生野民族

文化祭､ワンコアフェスティバル､四

天王寺ワッソ)の予備的調査を行い､

拙著 (飯田剛史 2002 『在日コリア

ンの宗教と祭り』世界思想社 370

頁)で報告した。また関西のいくつか

の民族祭りを参観し、複数の報告論

文を発表している。1995－97年度の

科学研究費（国際学術研究）の代表

者として飯田は､小川伸彦（連携研究

者）らとともにアメリカにおいてコ

リアン・フェスティバルの資料収集

を行い、2004年９月に飯田は、ロサ

ンゼルス・コリアン・フェスティバ

ルを、また 2007年には韓国で百済文

化祭に参加し調査を行った。 

 民族祭りについて、これまで次の諸

点が明らかになっている。 

（１）在日コリアンは今日、歴史の受

動的被害者という一面的イメージ

を脱し、生活形成者、文化創造者と

しての主体的活動を展開させてい

る。民族祭はその顕著なケースであ

る。 

（２）民族文化祭は、多様な個別の文

化活動やグループを統合・編集する

高次の社会文化運動である。 

（３）80年代に始まる代表的な民族文

化祭は次の三つである。1983 年発足

の「生野民族文化祭」は「農楽」な

ど韓国の伝統民俗文化表現を中心

とする。85年発足の「ワンコリア・

フェスティバル」は、様々なジャン

ルの在日ミュージシャンが野外ス

テージで演奏する｡90 年発足の「四

天王寺ワッソ」は、朝鮮半島からの

渡来人によって古代の日本に豊か

な文化が伝えられたことを大規模

なパレードと儀式によって再現す

る｡ 

（４）90年代以降これらの祭りは、大

きく変貌し、新たな多くの祭りが生

まれている。 

（５）日本人の市民団体、教職員団体

メンバー、学生らの参加がいくつか

の祭りで顕著である。 

（６）近年は、ブラジル、アルゼンテ

ィン、中国、フィリピンその他地域

からのニューカマー住民の参加によ

る多国籍化の動向が見られる。 

（７）これらの民族文化祭は、地域に

おいて徐々に受け入れられ、新たな

地域の祭となるとともに、住民の間

に多民族・多文化共生の意識を形成

させる可能性をもっている。 

（８）地方自治体､教育委員会などで

は､多文化共生政策の一環として､

これらの祭りへの協賛･後援を行う

ところが増加している｡ 

（９）マスメディアは、これらの祭り

をしばしば､ニュース､特集番組で

とりあげ､日本社会でのエスニック

文化の公共化に重要な役割を果し

ている｡ 

（１０）米国では、コリアンを含め多

様な民族フェスティバルが行われて

いる。これらは多民族混住社会の先

行的事例と見ることができる。 

（１１）韓国では、政府、地方自治体

が主催する民俗文化祭が 1970 年代

から盛んに行われ、在日コリアンの

民族文化祭のあり方に影響を与えた。 

（１２）関連研究のなかでの位置付け 

①在日コリアンについての社会学

的研究は、2000年前後から谷富

夫、原尻英樹、飯田剛史、高鮮

徽、伊地知紀子らによるまとま

った成果が現れてきた。民族文



化祭の研究は､飯田剛史(前述著

書)、小川伸彦による報告論文が

嚆矢となっている。 

②北米において、コリアンの民族

フェスティバルの研究はまだ報

告されていない。 

③現代韓国の民俗文化祭については、 

 系統的な研究は着手されていない。 

 ④日本において 多文化共生につい

て教育、福祉面での調査研究はあ

るが、民族祭りのような文化的運

動の研究はほとんど行われていな

い。 
 
２．研究の目的 

民族文化祭とは、日本に定住する

多様なエスニックの人々が、その民

族文化を公共の場で祝祭の形で表現

しようとする社会・文化運動である。

1980 年代に大阪で在日コリアンに

よって始められた祭りを出発点とし

て、1990年代以降多様な民族文化祭

が展開し、今日約 100 にのぼる祭リ

が関西地域を中心に開催されている。

これらの祭りには、今日では日本人

もそのスタッフに加わり、また、ブ

ラジル、アルゼンティン、中国、フ

ィリピンなどからのニュー・カマー

住民も参加するようになっている。

民族文化祭は、その形態、主旨、実

行グループは多様であるが、地域に

おける多民族・多文化共生を目標と

して掲げるものが多く、都市におけ

る新しいエスニック文化運動の形を

提起している。 

本研究は、この民族文化祭運動の

多様な全容を明らかにし、多民族化

の社会状況を背景に、在日コリアン、

ニューカマー、日本人住民がどのよ

うに新たな地域の祭りを創生し、多

民族・多文化的な住民意識を形成し

つつあるかを解明するものである。 
 
 
３．研究の方法 
 （１）現代の民族文化祭の全貌データを得 
     る：全民族祭の参観調査。 
 （２）祭り参加者の社会的属性と祭りの 

ネットワーク形成：ケーススタディ。 

 （３）ヴォランティア参加学生の共生意識 

    の発展調査。 

 （４）祭りリーダーのライフヒストリー調 

    査。 

 （５）自治体の多文化共生政策における民 

   族祭りの意味：ケーススタディ。 

 (６）韓国の文化祭、中国朝鮮族の民族ま 

   つりの比較研究。 

 （７）総合的考察と実践的提言。 
 
４．研究成果 
 現在日本における民族文化祭（民族まつ
り）の全体的実施状況、内容、組織、課題な
どについて総合的データを得た。 
 民族まつりが、多文化・多民族共生の社会
意識形成において重要な寄与をなしつつあ
ることが確認された。 
 本研究をとおして、民族文化祭各団体間の
ネットワークが形成され今後の発展に寄与
する可能性がうまれた。 
 本研究実施の中で日韓にわたる十数名の
研究者の協力が実現し今後の研究の発展の
基盤となった。 
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